色彩環境デザイン
～‘公共の色彩’～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉永　未来
はじめに

　私たちの生活には色が溢れている。手元にあるモノから、学校・自宅などの生活の場、道路・建物などの周りの環境、さらに海・山・川・空といった自然。あらゆる色に囲まれて私たちは日々を過ごしている。
　私は小さな田舎町で生まれ育った。２４時間営業しているのはコンビニが１軒のみ、設置されている信号は３つ、映画館もゲームセンターも大きなショッピングセンターも無い、しかし、海も山も素晴らしく綺麗で、素敵な町である。土日には多くの観光客が訪れており、観光スポットへ続く歩道沿いに住んでいた私は、小さい頃よく、ガイドに連れられ列をなして歩く観光客を窓から眺めていた。

　ある日、ふと歩道に出てみると、「ガタガタのアスファルト」が、「平らな真っ赤なレンガの道」へと舗装されていた。子供心に「派手になったな」と思った事を覚えている。観光客への配慮あっての舗装であったが、「真っ赤なレンガ」が周辺の環境に馴染んでいたのか疑問に思う。１０年以上前の出来事であるため、なぜ「真っ赤なレンガ」だったのか、誰がどのように決定したものだったのか不明であるが、私が「公共の色彩」に興味をもつきっかけとなった出来事である。
「公共の色彩」とは、地域の伝統や文化を反映し、私たちの生活に溢れる色彩の中でも、景観環境に対するニーズに対応・変化して多くの個性を生んでいくものであり、また「色彩環境デザイン」とは、この個性について周辺の環境との調和を重点におく計画である。

本論において、色彩の重要性、景観に関する法整備、それに基づく地域の取り組みや「公共の色彩」における問題について事例を挙げ、これから必要とされることについて述べたいと思う。
第1章 色彩環境デザインとは
　
自分の着る服、部屋のインテリアなど、日常には私たちが無意識に行う「色彩計画」は様々ある。その中でも、大きな規模である地域全体・街全体に関する色彩計画を「色彩環境デザイン」という。マンションのモデルルームや病院、高齢者施設、学校、工場などのインテリアにおける色彩計画だけでなく、現在はマンションやオフィスビルの外壁など建築物はもちろん、路面や橋梁など風土や自然環境に配慮したまちなみと風景の景観形成における「環境色彩計画」が重視される分野になっている。
1． 景観形成
景観形成は、いわば「まちづくり」の一環である。その主な目的は、機能的で快適な環境構造を造ることであるが、同時に優れた景観を形成することもその目的のひとつである。現代において、ゆとりや快適さ、美しさといったものが見直されるようになり、地域の自然や文化、伝統などを重視した個性あるまちの景観形成が求められるようになってきた。
景観とは、街を構成する海・山・川・森などの自然や、街路・公園・建築物など人工的な建設物の眺望だけに止まらず、都市活動や市民生活を反映した雰囲気・文化性・歴史性・親しみなどを含むものであると広義に考えることができる。景観形成においては、街路・公園・河川などの公共空間だけでなく、民間の空間や建築物も対象となる。そのため、景観計画など景観形成のガイドラインを自治体で定めたり、最近では多くの都市で都市景観条例が制定され、基本計画を策定している。

美しく、個性的なまちは、市民の心に誇りと郷土愛を芽生えさせ、来訪者に対しては、「もう一度来てみたい」という気持ちを起こさせる魅力的なものである。

美しい景観の創出は決して簡単ではない。そこには大勢の人々が住んでおり、住民や企業との合意がなければ本当の美しい景観は生まれてこない。

「美しいまち」は、長い間の努力の積み重ねにより生み出されるものである。つまり景観づくりは、長期的な展望や計画に基づいて、市民、事業者、行政が皆で行う共同事業であり、幾世代にもわたって継承していくべきものなのである。

2． 景観形成における“色”の重要性
　
人は周囲の情報の８０％を、視覚を通じて受け取っているといわれる。色が人の心理に与える影響を研究する「心理色彩学」という分野があるほど、人は無意識のうちに色から大きな影響を受けているのである。
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「赤」・・・情熱的で力強い印象を与える。

交感神経系を刺激し脈拍・呼吸・血圧を上昇させる。

消化液の分泌を促進させるため、食欲を増進させる効果をもつ。
「青」・・・神経を和らげる色。

副交感神経系を刺激し、脈拍・呼吸・血圧・体温を下げる。
下垂体の分泌を促進し、生体の呼吸率を増大させ、心を落ち着かせる効果がある。
「緑」・・・落ち着きと安らぎを感じさせる。

安定感や平常心を取り戻す効果がある。
副甲状腺の分泌を促し、肝臓を刺激して血圧の調整を行う。
　このように、色は心理的・生理的な作用を人に与えている。

　これは、インテリアなどの色彩計画だけでなく、公共の環境色彩にもいえることである。建築物の外観、路面、橋梁、屋外広告物、電車、バス等、広い範囲の色彩が私たちに影響を与えるのである。それぞれが主張しすぎると、人は不快な色彩環境の中で知らず知らずのうちにストレスがたまってしまうとも言われている。色彩環境デザインにおいては、それぞれの機能を果たしながら周辺に調和し、好ましい刺激を与えることが必要となる。
　近年、「ものの豊かさ」から「心の豊かさ」を求める気運が高まり、各地でまちづくり活動・地域づくり活動として｢景観づくり｣等が盛んに行われている。アメニティー（環境の快適さ）の向上をテーマとしており、重要な役割を果たしているのが「色彩」である。公共事業においても機能一辺倒から景観等の快適性をも求める時代になった今、「色彩」の重要性は大きくなったといえる。

第2章 色彩環境と法律
日本では高度成長期以降、良好な景観や環境を求めるよりも、経済優位、商業主義の風潮が強く、看板や外壁に刺激ある色を横行させ、まちなみの“なみ”を切り裂き、連続性のない景観をつくってしまった。景観に関する法制度として、都市計画法に基づく美観地区、伝統的建造物群保存地区などの地域地区制度や、京都、奈良、鎌倉などを対象とした古都における歴史的風土の保存に関する特別措置法などの個別立法が措置されていたが、「景観」そのものをとらえた総合的な法体系は未整備であった。ここでは、わが国における景観に関する法について述べる。
1． 景観法

第１章で述べたように、近年、経済社会の成熟化に伴った、人々の「量的充実」から「質的向上」への意識変化から、個性のある美しいまちなみ・景観形成が求められるようになった。
しかし、一部の地方自治体では地域住民の要望に応え、景観に関する条例を定めていたものの、法律の委任に基づかない自主条例のため強制力がなく、建築確認の際に必ずしも従う必要はないのが現状であった。
１９９０年代、ようやく国土交通省が、自ら発注する公共工事において景観に対する配慮・調和を重視するようになり、「景観法」が２００４年６月に成立、同年１２月に施行された。この法律は、「日本の都市、農山漁村等における良好な景観の形成を促進するため、景観計画の策定その他の施策を総合的に講ずることにより、美しく風格のある国土の形成、潤いのある豊かな生活環境の創造及び個性的で活力ある地域社会の実現を図り、もって国民生活の向上並びに国民経済及び地域社会の健全な発展に寄与すること」を目的としており、地方公共団体が景観計画を作成することとなった。
2． 景観緑三法
２００５年、景観法を基本とした「景観緑三法」が制定された。これにより、都市計画法・屋外広告物法などの、景観法の施行に伴う関係法律が整備され、都市緑地保全法は一部改正・一層の推進がなされた。
景観緑三法は、「美しい景観」「豊かな緑の形成」を促進することを目的としたもので、初めて街並みの色彩にふれた法律である。これまで法規制してこなかった建築物や工作物の色彩やデザインに対して初めて制限が設けられ、法に従わなかった場合の変更命令を可能にするなど、今までの自治体の条例より効果をもち、景観の整備・保全の必要性について、地方公共団体に対し一定の強制力を与えている。また、積極的に景観形成を図る地区を指定する景観地区・準景観地区の指定がなされ、景観地区においてはデザインや色彩について指定することが条例にもとづいて実行でき、自然の風景に併せた建築物の形・色彩・デザインに踏み込んで景観を計画できるようになった。
　計画の本来の主旨は、建築物や構造物のデザイン・色彩・高さ・面積などにあるが、周囲との調和も重要な要素とされているため、対象はかなり広い総合的規制になる。

3． 景観色彩ガイドライン

前述の法整備を背景に、各景観行政団体はいよいよ色彩誘導の基準策定へと動き出した。景観行政団体とは、景観法に定義される景観行政をおこなう行政機関である。
この色彩の誘導基準は、地域の特性、風土や地理的要因、歴史性などを考え合わせ、景観を構成する外壁、屋根、看板、橋梁、路面、樹木などの要素すべての色を実測し、その場所にふさわしい色を探り出していくという手法が一般的である。つまり、これまで個人の嗜好や感覚に委ねられがちだった色を数値化・分析し、その結果から地区への推奨色と非推奨色の基準を決めていくので、データに裏付けられた意味ある誘導を行えるのである。
すでに色彩ガイドラインを施行している市町村は、昭和６３年施行の横浜市「みなと色彩計画」にはじまり、北九州市、大阪市、横須賀市、札幌市など、また滋賀、熊本においては県レベルで色彩誘導を行っている。いずれも、景観が観光資源の重要な位置を占める地域が先導したようだが、東京２３区内でも江東区、文京区、台東区が策定事業に取り組んでいる。
第3章 地域の取り組み
1． 福島県磐梯山・猪苗代　周辺との調和
　
磐梯朝日国立公園は、福島・山形・新潟の三県にまたがる国立公園であり、レクリエーション地として多くの人が訪れ、多様な山々と、多彩な湖沼・森が織りなす雄大かつ変化に富んだ美しい景観が魅力である。
　福島県の景観計画における条例では、磐梯山・猪苗代湖周辺地域において、景観形成重点地域を中心として、周辺と一体となって、良好な景観の保全・創造が必要であるとしている。
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周辺地域では、電柱、信号機にとどまらず、コンビニエンスストア、ガソリンスタンドなどの全国チェーンの店舗も、建築物そのものや屋外広告に用いる色彩の彩度を低く抑え、国立公園の自然に溶け込む落ち着いた色使いを採用している。

　こうした壁面色や屋根色、屋外広告物などの色彩は、国立公園内の自然保護の観点に立脚した自然公園管理計画や、地域の景観形成の観点に立脚した重点地域景観形成基準によってコントロールされている。

　普段は鮮やかな色彩で見慣れている店舗も、落ち着いた色使いであるだけで違った雰囲気をもち、訪れた人々の撮影スポットとなっている。

　このように、全国チェーン店舗が、立地する周辺の景観と一体となるような色彩を、外壁色などに用いる例は、鹿児島県桜島や熊本県阿蘇など多く見られる。「美しい景観を守りつつ、店舗の役割を果たす」ことが重要とされている。

2． 小田原市　駅前

　神奈川県小田原市では、景観法に基づく景観計画を策定され、建築物・工作物の色彩について色彩基準を定め、周辺の自然環境や小田原城が美しく引き立つ景観づくりに取り組んでいる。この小田原市景観条例は、全国初の市全体を対象とした景観条例となった。
　平成18年10月1日には、市屋外広告物条例を施行し、県屋外広告物条例による位置・大きさの基準に加え、景観計画重点区域である小田原駅周辺地区と小田原城周辺地区について、独自の色彩基準を定めて広告景観の改善を呼びかけてきた。
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（改善前）　　　　　　　　　　　　　　→　　　　　　　　　　　　（改善後）
　
駅前ビル群の色鮮やかな看板や懸垂幕などの広告物が目に跳び込んでくるのが実情であったが、駅正面に立地する商業ビルの懸垂幕が、上品な色彩にリニューアルされた。広告物の改善には、補助金（小田原市屋外広告物早期改善補助金）が活用されている。
　また、まちを歩くと、袖看板の地色が白色に変わっていたり、自動販売機が景観に配慮したベージュ色に変わっていたり、いくつかの変化が見られる。

　建築物の外壁色については、塗り替え・建て替え時の変更となるため、まだ変化を感じるに足らないが、少しずつ着実に改善されていく城下町の景観は、まちの資産となっていくであろう。

第4章 騒色問題と「公共の色彩を考える会」
　色使いとは、色単体だけではなく、隣接する色との関係・周辺一体との関係などによって左右されるものであるが、それを無視し、目立つことだけを考えた色使いが「騒色」と呼ばれる。
　騒色問題が社会の問題として取り上げられたのは、１９８１年の東京都、都営バスの車体の色に対する論争が始まりである。当時、都営バスの黄色ベースに赤ラインという色使いに、都民から不評があがり、専門家から異議が唱えられた。その理由として、１つは黄×赤という色使いが目立ちすぎ、首都の公共機関の品と美観を損なう点。２つ目は、黄色は「注意」、赤は「危険」を表す色であるため、その色彩を多用することで、元々道路標識や信号などに使われている危険色に対する注意力を減衰させ、かえって危険を促す可能性があるという点である。その翌年、都は色使いの再検討を行い、白ベースに緑ラインという色使いに変更された。
　この問題を起に発足されたのが、ボランティア組織「公共の色彩を考える会」である。ここでは、公共の色彩・騒色問題に対する、会の事業活動について述べる。
１．騒色問題に対する改善運動
　

都営バスの問題をはじめとし、「公共の色彩を考える会」が市民・企業・行政・マスコミなどに働きかけた騒色問題を紹介する。

　

東京都世田谷区　巨大ネオン広告塔

　問題となった広告塔は、首都高速道路沿いの１２階建てマンション屋上に設置されたもので、日影被害のほか赤いネオンの点滅が周辺住環境に悪影響を与えるとして協議会でも直接問題となった。
　この問題は、マスコミが新しい騒色公害として大きく取り上げたこともあり、世田谷区が「屋外広告物指導要綱」を制定したのをはじめ、各地の自治体の景観条例の中に広告塔の規制を対象とするところが増えることとなった。
東京都都営バス　ラッピングバス

広告収入増加のためのアイデアにより、これまであった条例規制 （車体利用広告は表示面積１枚につき、0.3㎡以下、枚数は後部も含めて3枚というもの） を変更し、全面広告のラッピングバスが登場した。
都営バスは、先述したとおり１９８１年、黄×赤の派手な色使いがされたバスが問題になったのだが、　その時に比べ､今回のラッピングバスの一般の関心は低く､個々の広告デザインに対する好き嫌いの評価に関心が集まり､全面広告の是非を問う声は少なくなっている。
　また前回と異なる点は、「デザイン」や「安全色」というわかり易い問題ではなく､「屋外広告物」と「公共交通機関」のあり方の問題であるということである。

公共の色彩を考える会では、アンケート調査に基づく都への具申書を提出し、カラーウォッチグツアーでの現地調査結果報告を行ったが、いまだ未解決のままである。

２．環境色彩の評価基準

　
「公共の色彩を考える会」は、毎年各地域における優れた環境色彩を顕彰するものとして「公共の色彩賞」を選考している。

景観づくりの条例や制度が整備できたとしても、「美しい景観」を定量的に示す尺度がないことや、多様な価値観から景観が持つ公共性への理解など市民、事業者、行政との相互で理解を得る上でさまざまな課題もある中、会ではその選考過程において、以下のような環境色彩評価の基本的基準を定めている。
1 公共性
· 社会的良識に基づく色彩作法であること
· 都市空間を構成する部分としての認識があること

· 都市空間に存在し続けることの認識があること

2 色に対する関心と愛情

· 施設の内容を表現しているもの

· 地方の色を活かしたもの

· 色の美しさに対する愛情と関心の持続があること
3 周辺との調和

· 場、物、色、時間の関係が考慮されているもの

· 立地条件の制約を生かしたもの

· 機能と構造に地域の特色が加味されているもの

4 創造性と社会的責任

· 確かな考え方があること

· 造形性、配色の水準が高いこと

· 実験性に対する合意形成がなされていること

5 時間と色彩

· 色調の保持が配慮されていること

· 色彩の経年変化に対する計画性

· 素材、塗料の確かな選択

6 歴史と生活の中の色彩

· 日常的な心地よさがあること

· 色に対する人々の喜びと誇りが感じられるもの

· 生活文化の一部として欠かせない色であること

　２００９年度の公共の色彩賞には、新宿三越のサイン看板や、大分県日田市の豆田町のまちなみなどが選ばれた。この賞では、個々の対象の色彩が優れているのは勿論、その対象の色彩が、いかに周辺の環境と調和し、その景観の改善に効果をあげているかが問われている。公共の色彩賞を顕彰することで、よりよい環境色彩の啓発、普及に取り組んでいるのである。
第５章　よりよい「公共の色彩」の為に
１．色彩管理の重要性
　色彩管理とは、目標とする色彩を再現するに当たって、測色学的な見方からカラーマッチング（色合わせ）の枠組みを提示する行為である。景観づくりの最終段階としてこの色彩管理が、美しい景観を維持していくためには重要となる。

色彩管理の必要性が高くなるのは、特注色や塗料系の仕上げで、色見本やカラーシステムの色記号で指定する場合である。目標の色に対して同じ色を作ろうとする場合、機械で測定して同じ数値になるような色を作るのは至難の技であり、そのため、目標の色を基準にした許容範囲の設定がされる。このとき、目標の色と、試験的に作られた色との感覚的な色の差を「色差」という。
　しかし、色彩とは、そのものの色だけでなく、隣接する色・周辺の色・光の当たり方・塗装されるものの材質など、様々な要素によって成り立つものであるため、設定された数値をうのみにして色名だけで認識してしまうと、イメージされた目標の色と実際出来た色との｢色差｣が当初より広がってしまい、設定基準から外れてしまう場合がある。よって、例えば、橋梁などのように特定の色を維持、継続しておきたい構造物などは、特に徹底した管理が求められる。

　
２．色彩教育の必然性
公共の色彩とは、公的私的の区別なく公衆の目に触れる、まちの作法であるといえる。その意識を積み上げていくことは容易ではない。必要なのは、環境における色彩教育である。色彩は芸術的、経済的、環境的要素と幅広く一般の人々に影響を与えるものであるため、それぞれの要素として「良好な色彩教育」とは何かということを、フラットな感覚でもつことが先決である。
色彩教育とは、行政だけでなく、市民へも含めてのことであり、他要素の色彩教育とは異なる、「調和」の視点に立った“環境色彩教育”―ひとりひとりが環境の色彩について適切な見方、考え方をもつことが重要である。
色彩は周辺との関係が整った時に美しく見えるものである。個人の趣味で勝手に色彩を使っていたのでは、まち並みは地域の資産とはならない。第２章で述べたように、景観緑三法における景観法では「地域の個性」が尊重されており、その個性的な景観を育てていくために、地区を定めて建築物の形態意匠と共に色彩の制限を行うことも可能となった。
色に対する趣味は人によって違うため、個人が所有する住宅の外壁色を規制することに反発する人も多くいる。しかし、建築物、看板などは、インテリアやファッションの色彩とは異なり、身の回りの環境として多くの人に共通して存在する‘公共の色彩’である。景観法の基本理念は「良好な景観は国民共通の資産である」ということだ。地域の景観を育てていくためには、個人が所有する住宅であっても、その外観が地域の景観の構成要素であることをひとりひとりが認識し、周辺との関係に配慮する必要がある。
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